
そのその場に場に現れ現れたとた たんたん、空、空気が気がパッパ と明と明るくるくなるな 。「。「華ののあるある

女性女性」と」 いういう形容形容がぴがぴったったりなりな、音、音月桂月桂。

「小さい時か時 ら、人を人を楽しませせるこることがが好きき。バレエの発の発表表

会が会 舞台で演で演じたじ 最初最初の体の体験。宝塚歌劇歌劇団を初めめて見て見たとたと

きに、感感動して鳥て鳥肌が肌 立って、て 不思議に『明日から、私も私も頑頑

張ろう！』って気て 持ちになったんです。私もそういうものを発を発

信できる人にになりたいい、と思いました」。そその宝の 塚歌劇団団で、

男役トップスターとして活活躍。2001313年か年 ら女女優と優 してのキャリリ

アをスタートさせせた。た

「もう、毎日毎 が研研究で究です。舞台舞 だとだと全身全身を使を使って喜びも悲悲しみしみ

も表現しますが、映像だとだと目線目線一つつで表表情もがらりと変わ変わってって

しまし う」う 。休みの日にも、次の仕事の本の本を読んででん いるるようような努な努

力家力家タイプ。でもも、切り替えもえ 鮮や鮮やか。「今までは役は役づくづくりにりに

集中集中したけど、これかからはいい意味意 で人に委ねたたりもりもしなしながらが

やっやって行て きたいですね」。ファッションやメイクの幅の幅も広も広がっがった。た

撮影撮影当日当 の衣の 装は、ふんわん りしした白のミの ニワンピンピースース、ピンン

クのクのネイネ ルとル ハイヒール。スッと通った背筋筋に甘甘さがさが寄り寄り寄 そうそうそそ 、

音月音月桂な桂ならでらではののフェミニンなスタイルを見を見せてせてくれくれれた。た。た

「実「実は最は最近、近、ピンピ クも好きだと気がついいたんたんですですす。逆。逆逆逆に、に、“女“女女

性だ性だからからピンピンク”ク”という思い込い込みもなくなくなっなったとたとと思う思う思う。こ。ここれかれかれか

らはらは、素、素に近に近い自い自分も分 さらけ出して演じ演じるこるこることもともともも求め求め求めめられられれるとるとるる

思い思い思 ますますが、が、いっいったんたんさらさらけ出け出せたせたら、ら、怖い怖いいものものものはなはなはない。い。いまいまいまいま、、

殻を殻を殻 破っ破っていている最最中で中です」。

一度度一度確立確立したしたし スタスタイルイルに安に安住せ住せず、ず、変わ変わってってって行く行く行 自分自分分もしもしもししなななな

やかやかに受に受受けとけとめ、め、次の次のパワパワーにーにしてしててゆくゆくゆく。そ。そそしてしてし 、女、女女優と優と優と優としてしてしてて

演じ演じ演じる役る役役も、も、も とことことんとん楽し楽ししんでんでんでいるいるいる。来。来。 年公年公年公開の開の開の映画映画映画画『種『種『種種種まくまくまくくまくまく

旅人旅人人 くくくにうにううみのみのみの郷』郷』郷』』ではではでは子連子連子連れのれのれのバツバツイチイチチ女性女性女性、大、大大、大島ハ島ハ島ハ島ハ島 ルルルル

を演を演演じたじたじた。「。「。「まだまだまだ結婚結婚結婚もしもしもしていていて ないないのにの 、子、子子供も供もいるいるる女性女性女性の役の役役

を演を じたじ んでです。す 経験したことと

のない人生を生きるっる て、て、演じ演じるる

ことの醍醐味醐味ですですね」ね」。。

見てているいると、と、「私「私も頑も頑張ろ張ろ張 う！う！」」

と思思えるえ パワパワーがーがもらもらえるえるようようなな

…音月桂月桂は、は、そんそんなかなかつてつてないない

スケケールールとスとスタイタイルをルを持っ持った女た女優優

像に像に向か向かってって歩み歩み出し出していている。る。

音月桂
Otozuki Kei

Special Interview

変化を受けとめ成長し続ける、
パワフルなフェミニンさ

MAKOTO目線で選ぶ 
“大人カワイイ” 京都の和雑貨

ミュージカル『ブラック メリーポピンズ』

ProProfilfile ee 1981980年 0年 埼玉県埼玉県出身 出身 2012010年宝年宝塚歌劇塚歌劇団雪組団雪組トップトップスタースタースタ に。2に。2に。2012012122年年年年年
退団後退団後退 、20、2013年13年より女より女優とし優としてドラてドラマ、映マ、映像を中像を中中心に活心に活躍。映躍。映画『種画『種まく旅まく旅旅人 く人 く人 にうにううにう
みの郷みの郷の郷』（2』（2015015年公開年公 ）に出）に出演。好演。好きなデきなデニッシニッシュは「ュはショコショコラ・ショコラコラ」。」。

7月5日～7月20日 世田谷パブリックシアター
1930年代、豪邸の火事から、養育係のメリーに救い出
された4人の子供たち。その後、別々の人生を送っていた
彼らの元に、当時の事件の真相が記された手帳が届く。
歴史の渦の中、繰り広げられる心理スリラー。
公式HP www.m-bmp.com/

Radio

着物生活が長かったこともあって、「モダンな和雑貨に目がな

いんです」と話す MAKOTOさん。ちょっとしたメッセージ

を伝えるメモ帳やポストカードは、お付き合いの多い彼女に

は特に欠かせない。「贈り物に添えてもよろしおすえ」。

心に届く、メッセージの伝え方

こちらは、MAKOTOさんの私物。コス
メケースとして愛用中のがま口ポー
チ。「パールピンクがマイブーム。使う
度に女心が弾むんです」。ゴールドの
水玉も”大人カワイイ” ポイント。

Sweet'n marble lovers

α‐STATION  FM  KYOTO（89.4MHz）
●毎週日曜日  19：00～19：30
DJ: MAKOTO

「リスナーの気持ちを考えながら、
想像力をふくらませて語ります」

AFTERNOON DELIGHTのパーソナリティー、MEMEさんに聞いた

MEME
Profile 神戸出身。最近は水泳にハマっていて、泳いでいる間、「無」になるのが何よ
り楽しみ。好きなデニッシュは「京の秋味」。

MAKOTO
Profile 祗園町の芸妓出身のアーティスト。新しいフィールドで、芸能活動をますま
すパワーアップ中。好きなデニッシュは「くるみキャラメル」。

FM COCOLO
（76.5MHｚ）

AFTERNOON DELIGHT
●毎週月曜日～木曜日 14:00～17:00  DJ：MEME
Blooming heart（15:00～15:10）

曜日ごとにバラエティにとんだ話題を“真心をかたちに”をテーマにお送りしていま
す。  木曜日はリスナーからのメッセージをご紹介。

京都・祗園の芸妓「真筝」、シンガー「MAKOTO」として、

二つの顔を持ちながら長年パワフルに活動を続けてきた彼女

が、先頃、芸妓を引退し、新たなスタート地点に立った。トレー

ドマークの瞳は変わらずキラキラ輝き続けているものの、より

穏やかで、リラックスした表情。「花街では、お稽古もお座敷

も常に真剣勝負の世界。自然と気を張っていたのかも。でも、

精一杯がんばれたと思うから、悔いはありません。今は育て

てくださった方々への感謝の気持ちでいっぱいです」。　

そんな彼女の新しい目標の一つは、音楽活動をより充実させ

ていくこと。2001年のメジャーデビュー以来、ジャズや R&B

を歌い続けてきた中で出会ったのが、「BGMのように場にと

け込んで、人々に寄り添う音楽」。若いときは、パワフルな歌

声にこだわっていたが、多くのお客様、ミュージシャンとの出

会いが彼女を変え、自然と肩の力を抜いて歌えるようになった

そう。新たな活動としてスタートした、人気ギタリスト小倉博

和さんとのユニット「オグコト」では、最高に心地いい“癒しの

サウンド”を届けてくれる。そしてもう一つのMAKOTOさん

の目標が「京都を伝える」こと。ラジオの DJのほか、テレビ

レポーターとして、地元京都の PRにも挑戦中。花街での経

験も生かしながら、観光名所や職人さんの魅力を自分の目線

とコトバで丁寧に紹介する。もちろん、アクティブな活動を続

ける一方、プライベートも充実。「今はインテリアに凝っていて、

休日は雑貨屋さんめぐりが楽しい！」とニッコリ。

「今」という時間を慈しみ、自然体で過ごすMAKOTOさん。

そんな彼女が、音楽やコトバを通じて発する温かなメッセー

ジに注目したい。

stylist：脇千春（es-quisse）hair make：ＮＯＢＵ（ｒｏｒａｉｍａ）
ライダースジャケット、ベージュカーディガン、ホワイトノースリーブドレス（全てA｜X ARMANI EXCHANGE／A｜X アルマーニ エクスチェンジ 新宿店）、ピアス、ネックレス（ともにアビステ／アビステ） 
問い合わせ: A｜X アルマーニ エクスチェンジ 新宿店 ☎03-5368-2757 アビステ ☎03-3401-7124　web:www.abiste.co.jp

「かわいい京都×伝統」special
この春、長年親しんだ花街・祗園を離れ、新しい一歩を踏み出したMAKOTOさん
次なる夢に向かってポジティブに前進する、彼女の「今」をインタビュー

※販売はしていません。

FM COCOLOの番組 AFTERNOON  DERIGHT

「Blooming heart」DJのMEMEさん。透明感がありながらスッ

と心に届く語り口で人気です。彼女独特の、ハートウォーミング

なトークはどんな風に生まれたのか？ その背景をお聞きしました。

「私は両親が華僑、親戚や知り合いが海外に住んでいるという

多国籍な環境で育ちました。父がモダンジャズ好きで、兄と

一緒に早くから洋楽を聞いて、音楽への思いが強くなりました

ね。転機になったのが阪神大震災のとき。被災地で困ってい

た外国人のために14カ国語で放送されたラジオ局 FM　

COCOLOの立ち上げに、DJとして参加しました」。

以来、約20年間、リスナーを癒す、あたたかなトークのスタ

ンスは変わらない。「開局当時から変わったのは選曲ですね。

局のテーマである“大人のためのミュージックステーション”を

意識して、’60～90年代の名曲をかけていますが、それが『懐

メロ』に聞こえないよう工夫しています。朝起きたら、その日の

天気や湿度なんかを感じながらフィーリングにピッタリ来る曲

を選びます。懐かしい曲をいかに“今”とシンクロさせてお届け

できるかを考えながら、曲を紹介しています」。

トークをするとき、最も大切に思っていることが、自然体であ

ること。「同時に、リスナーの反応も想像してお話しします。

いい状態でメッセージを伝えるには、自分の気持ちがポジティ

ブであることも大事。何かに行き詰まった時には、考えを書き

出して整理して、頭をクリアにします。でも、たいていオンエ

アの前夜はイヤなことは忘れて、次の日、またマイクに向かう

のが楽しみで仕方ないんですけどね」（笑）。

上左、中央：ひと言メッセージを書い
て、一筆箋代わりにしてもオシャレ。
小袖メモ「草花吹寄せ」「鞠」各400円
（税別）、 上右：友禅の着物の柄をア
レンジしたポストカード120円（税別）。
下：便箋として使える懐紙各20枚入
り400円（税別）  グランマーブル直営
店にて9月から販売（データはp.13）
※店舗によって取扱アイテムは異なります。

6  |  2014  AUTUMN/WINTER  7グランマーブルはクリエイティブな活動を応援します。GRAND MARBLE PRESS GRAND MARBLE PRESS
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